
～総合 斗学部の1年 間～

〔4月 〕

O入学式 (8日 )一憧れの0大学生活のスタニトです。
大学生活に夢ふくらます′ヾンフの入った福袋P)を手

に、有難いお話を聞く。どうでしたか2
0ク ラブ勧誘―広大MAIN STREET森 戸道路

でクラブの勧誘。新入生だと判断すると微笑で追っ

てきますゾ、気い付けなはれ諸君 !

。前期聴講受付 (13日 ～25日 )―情報をしっかり集め、

良い席はお早めに

'手
続きにミスがあると単位はあ

りません、要注意。体育・語学 。先輩の勧める講義

は死力をつくしてとりましょう。

o新歓コンパー我が総科の 2・ 304年及び 5年生0)
が新入年を歓迎しようと手 ぐすねひいて待っています。

Oオ リエンテーションキャンプ (26日 ～27日 )一体育

会主催の行事です。広大ならではの企画だといえる

でしょう。フェロー (同学部の先輩 )が大学につい

て親切にア ドバイス。友人をつくる絶好のチャンス

でもあります。例年一度は雨にたたられるこのオリ

キャン、さてさて今年はどうなりますやら。

〔5月 〕

O西条研修 (16日 ～17日 )一西条研修センターにおい

て泊りこみの研修、といっても別に堅苦しいもので

はありません。チューター単位、コース別に先生方

との話し合い。統合移転先でもある西条のあまりの

田舎さ (失礼 )にア然としたりなんかして。

O春期ソフトボール大会―総科の教官 。事務 。学生に

よる大会。もう目立とう精神でがんばりましょう。

もちろん賞品も出ます。ちなみに昨年の成績は、優

勝=情 。3、 準優勝=地 。2で した。

〔6月 〕

O六月祭―数週間程前からチケット売りで盛り上って

いきます。そして当日、クラブ、学部の有志達が

「よってらっしゃい」とばかり森戸道路に店を出す。

これはもうあなた「祭り」なのですよ。

〔7月 〕

11日 よりお休みです。

〔8月 〕

まるまる全部休み。計画はシッカリ立てましょう。

車の免許を取るもよし、旅に出るもよし、読書けっ
こう、スポーツけっこう、前期の復習ますますけっ
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こう。とにかく何かやろうよ。

〔9月 〕

O前期試験-1ケ月の苦しみとあきらめるしかない0)
そんなこといわず、ファイトでぶつかれ !

〔10月 〕

O試験休み (1日 ～14日 )一砂漠でオアシスに出会っ

た様、そんな貴重な休みです。故郷へ帰ってゆっく

り羽をのばしてはいかがかな。

前期成績発表―精気養い「いざ後期授業へ」と、忘

れた頃にやって来る恐怖。
t成
績表
｀
をいただきに

学務へ行く時の手足の震え。初めは誰もこういうも

の。歓喜か破滅かはあなたの努力しだいですぞO

O後期聴講受付―前期と同じ要領、のはずですが……。

〔11月 〕

0大学祭―やっぱり最大のイベントでしょう。市中パ

レード、店出し等それはもうにぎやかな3日 間です。

お祭り総科P)の面目躍如、 3日 間狂いましょう。

この時だけは世間もゆるしてくれる。 1年生もぜひ

参加を。

0秋期ソフトボール大会一春のかたきはぜひとも秋に。

総科の伝統となりつつあるこの大会、チームー丸ね

らうは優勝 !ち なみに昨年の成績は、優勝=情報・

3・ 4年、準優勝=事務・ Aで した。

〔12月 〕

Oフ ェニックス駅伝一体育会主催の呉―広大40ん″を 8

人で (女子は海田一広大10カ″を 4人 )走るこの駅伝

は学内のみならず広島の街の名物となっています。

学外チームが上位を占めるこの駅伝、 1年生の奮闘
に期待してます。

o冬期休暇 (21日 ～翌年 1月 7日 )一短さだけは高校

並み。しかし内容の方は ?ク リスマス、お正月とお

めでたいことが続きます。友人どうしでパーティー

などを開いてはいかがかな。でもあまり飲みすぎな

いように。

〔1月 〕

。共通―次試験―寒い中、コートのえりを立てやって

くる受験生を尻目に私たちは優雅な連体を楽しみま

しょう。

o卒論提出しめ切リー地獄……だそうです。今のうち

からしっかり勉強じときましょうネ。

〔2月 〕

O後期試験―ウヌし、ついにきたか。前期のうらみ今
はらす時。でも、しっかり勉強しとかないとかえり

うちにあいますゾ。又くれぐれもカンニングなどせ

ぬように。

′ ヽヽ .′
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O卒業祝賀パーティーー総科全体で卒業生をお祝いす

る日です。あなたも参加して 4年生にオメデ トウの

一言を。先生方もいらっしゃるのでコビを売ってお

くのも…。又年末頃より計画を立てて準備をするの

で、その方へもぜひ参加を。

〔3月 〕

。春休み (1日 ～ 8日 )一一年のしめくくりの有難い

お休みです。し残したことのないように。

O二次試験―見 るは極楽、受 けるは地獄。そうい

えば〇年前は…となつかしみながら合格電報のバイ

皆様の手に、またこうして『 飛翔 』m18をお届け

することができました。

さて、新入生の方々は、『 飛翔 』とは、一体何な

のか御存じないと思いますので、ここに紹介させてい

ただきます。

大学は、教官・職員 。学生の三者から成り立って

おり、この三者が、お互いに、理解し合って、初め

て大学の自治が成立します。

ところが、現状として、学生側には、『 自治会 』

なる、学生を代表する機関がありません。そして、

=者が一同に会する公的な場は、現在この『 飛翔 』
しかないのです。

『 飛翔』創刊の辞には、「この『 飛翔 』を通じて

学生・教官・事務官の間のコミュニケーションが、

よリー層深まり、そこに相互の信頼に基づいた学部

の創造発展の道がひらかれることを望んでやまない。

総合科学部に永遠の『 飛翔 』あれ !」 (学生側広報

委員 )と あります。従って、『 飛翔 』の役割は、三

者の相互理解を深めるため、お互いの主義主張を交

換し合い (も しくは、交換する場を、 設け)総合

科学部を、教育の場としても、研究の場としても、

あるいは、それらを越えた一つのコミュニティーと

して、より良いものにすること。また、学部の出来

事を、時と共に忘れ去られてしまう、過去の産物と

するのでなく、その時の努力、生みの苦しみを、未

来に伝えて行く事にあるのです。

ところで、現実の『 飛翔 』は ?と いうと、三者が

会する段階にはあるのだが、お互いのコミュニケー

卜でも。

O卒業式―おもえば短い4年間+α。さてさてあなた
の 4年後は。

ションが深まっている段階には、程遠いと思われま

す。これは、『 飛翔 』の発行回数が、年間 3～ 4回

と少ないこと、学生編集部の問題に対する視点のレ

ベルが低かったこと、学生側 staf f(特に、働き盛り

の54生 )の不足、・……など、元学生編集長として反

省している点であります。

さて、これからの『 飛翔 』学生編集委員でありま

すが、54生 1名 、5生 9名、に加えて observerと

して、52生 2名、53生 1名が参加予定です。尚、新

編集長は、55生の松浦豊氏です。

活動内容は、週 1回の編集会議 (約 2時間 )と 、

各種座談会会催、アンケート調査、原稿依頼等です。

また4月 には、第 1回研修合宿 (2日程度 )を行

ない、この中で、これまでの『 飛翔 』の歩んで来た

道を振り返り、『 飛翔 』編集の基本的精神の検討を

行ない、それを支えるテクニカルな面の指導、何ら

かの文献を用いた討論を行ないたいと思っています。

クラブ持ち、研究会、勉強会持ちの方でもOKで
す。56生の優秀な (やる気さえあれば良い )staff

の参加、また、特に、54・ 55生の社会文化コースの

方の参加、そして、イラス ト、写真、詩……の提供、

またコンピューターを使ったデータ処理のできる方

の協力をお待ちします。もちろん、自由投稿、大歓

迎です。

翔』 紹 介

―その存在意義と今後の展望一
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総合科学部が目指す方向

一新入生諸君ヘー

広島大学を改革する最初の

ステップとして昭和49年に総

合科学部が創設され、今年で

8回 目の新入生諸君を迎える

ことになりました。この学部

創設は旧来の学部体制から脱

皮する一つの試金石として各

方面から注目され、期待され

ていますが、現実の道はけわしく、教官、学生共に

幾多の困難にぶつかりながら、新しい学部作りに

努力してきました。新人生諸君が入学して先ず驚き

失望することは、総合科学部を含む 5学くす
わ稀のたつり



文明の特質
｀颯
戦争と平和に関する総合的考察

｀

“ヨーロッパとは何か ・` 情報と行動
｀
“環境科学

へのアプローチ
｀繋
生命科学

｀鶴
人間と環境

｀｀
現

代自′将消然の招待
｀
などがありました。専門的領域

にとらわれない広い領域についての概観あるいは特

定の問題に対するさまざまな学問領域からの考察が

なされています。このような授業内容は或る程度進

路を選ぶのに役立つことと思います。

最後に新入生諸君が新しい教育体制で学んで行く

に際して一言申しておきます。授業科目の履修方針

は従来の学部のカリキュラムに比べてかなり自由度

の高いのが特徴であります。学科の壁を越えて広い
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視野から専門教育が行なわれていますが、学際的、

総合的な研究・教育に1よ 個々の専門分野の基礎科目

が是非必要なことを知っていただきたい。好きな分

野で十分な研究、勉学をやろうと思えば、不得意な

科目でもマスターすることが必要です。単位の修得

し易い科目だけを適当に選んで好きな分野がマスタ

ーできると考えたら、総合科学部の目指す教育方針

は裏目になります。学生諸君はこのことを十分に自

覚して、大学生活を意欲的に送られることを期待し

ています。   (56年 度コース・講座委員長
自然環境研究講座・教授 )

思います。

お忙しい中御協力いただいた卒業生の方々には、

このアンケー ト結果を 4年間の総決算の一つとして

受けとってい��ケ


